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概要

2021年6月7日付欧州連合官報に発表これは以下を意味する。

 2021年9月27日以降：新転送（または処理操作が変更された既存の転送）には、新SCCを

使用しなければならない - 3ヶ月の期間、第4条(2)、(3) 

 2022年12月27日：前のSCCであるC2PおよびC2Cが廃止されるため、すべての既存の

SCCを新SCCに更新する - 18ヶ月の期間、第4条(4)

新標準契約条項 (SCC)



5Private and confidential

新標準契約条項の適用範囲

 EU域内および域外のデータ輸出業者向け

 データ輸入業者：GDPRが適用されない場合のみ

新標準契約条項



6Private and confidential

新標準契約条項の適用範囲の可能性につい

て

新標準契約条項

コントローラー コントローラー

コントローラー プロセッサ

プロセッサ プロセッサ

プロセッサ コントローラー

データ輸出者はGDPRの対象
者である

データインポーターが第三国
に設立されており、かつ

GDPRの適用外であること。
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モジュール構造

a) C2C –ほとんど変わらないが、より詳細な内容

b) C2P – GDPR第28条(3)に基づく要件を含む

c) P2P –待望の新機能

d) P2C – EUのプロセッサにとっての競争の障壁ですか? 

新標準契約条項
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はじめに

 C2PおよびP2Pでは、GDPR第28条(3)に基づく追加合意は

必要ありません（一部の処理がEEAで行われる場合を除

く）。

 コンステレーション型のプロセッサからがプロセッサまで

含まれる（待望）。

 P2C - EUのプロセッサにとって競争の妨げになるか？

 データの輸入者と輸出者双方にとっての複数当事者の可能

性

 EU内での法律と裁判権の選択

新標準契約条項
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Schrems IIの判決に関する関連性

• 第三国での保護レベルに対する当事者の保証*

• 透明性／情報提供の義務*

• データ開示のための公的要求を調査する義務*

• 開示要求に回答する際にデータを最小化する義務*

• 公的な開示要求に対する防御の観点からの法的救済措置の消尽

• ドキュメント作成の義務

* EDPBの提言の一部はすでに考慮されています

新標準契約条項
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公的機関によるアクセスの場合の義務、第15

項

 データ輸出者および可能であればデータ対

象者への速やかな通知

 要求の合法性を検討し、成功の可能性があ

る場合は司法措置をとる

 法的評価および要求に対するあらゆる異議

申し立ての文書化

 回答時のデータ最小化

Schrems IIの判決

移転影響評価、第14項

 データ保護基準に関する第三国の法律およ

び慣行の評価

 リスクを重視したアプローチ？

 文書化と要求に応じた提供の義務

新標準契約条項
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その他

a) 固定キャラクター

b) 第3者優先、第3節3

 特定のSCC条項の保護効果には、その他の第三者も含まれる（例：企業の顧客

c) 階層性、第5条

 SCCには厳格な階層条項（および責任条項）が含まれており、データ輸入者が新標準契約条項に基づいてデータ移転に関す

る責任を制限することは非常に困難になります

d) 責任条項、第12条

 データ輸入者が責任を制限することが難しくなる

e) ドッキング条項、第7条

 通常、SCCは最初にSCCに署名した当事者間で締結され、当事者を拘束することになります。しかし、追加のプロセッサな

ど、SCCの対象となる個人データの移転に追加の当事者が関与する場合もある。ドッキング条項は、SCCに参加する新しい

当事者の追加を容易にする。

新標準契約条項
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g) 監督、第13条

h) 法律および管轄権の選択、第18条

 モジュール4については、第三国の場合でも

i) さらに

 影響を受ける人々にSCCのコピーを提供する義務

 実施した措置の文書化第8.9条、第14条(d)

 違反に対する特別な解除権、第16条

 法的救済措置に関する具体的なルール

新標準契約条項
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データエクスポーター

 ビジネスソフトウェアのユーザは、データ保護法におけるデータコントロールとして、主にECJ 

および EDPB の要求事項を実施する義務があります。

 第三国へのすべての移転と使用される法的根拠（標準契約条項、プライバシーシールド、妥当性決
定、BCR）は、データマッピングの一部として特定されなければなりません。安全な第三国から安
全でない第三国への、いわゆるオンワード・トランスファーの問題も考慮しなければならない。

 影響を受けるデータ転送については、特に標準的な契約条項またはプライバシーシールドに基づい

て、考えられるリスクを特定しなければならない。この目的のためには、関連するソフトウェアプ
ロバイダーへのアンケートや、いわゆる移転影響評価を利用することができる。

 受信国の法的状況により、標準契約条項だけでは適切なレベルのデータ保護が十分に保証されない
場合は、契約上、技術上または組織上の補足措置を導入しなければならない。例えば、標準的な契
約条項の補足、データの暗号化または匿名化／仮名化などが考えられます。

新標準契約条項
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データインポーター

 競争力を維持するためには、プロバイダーは、ユーザーからの問い合わせに対して適切で説得力の
ある回答を用意し、なぜこの場合にデータ転送が可能なのかを法律に則って説明できなければなり
ません。そうでなければ、契約を獲得できなかったり、既存の顧客を失ったりする危険性がありま
す。

 標準的な契約条項を理解し、既存の顧客に対しても、いつでも契約を締結できるようにしなければ
なりません。

 ユーザーアンケートの標準的な回答や、必要に応じて独自の移転影響評価や受領国の法的状況の
評価を準備しておく必要があります。

 標準的な契約条項の補足や、暗号化などのデータ保護レベルの高い技術的ソリューションなどの追
加的な保護手段を検討し、必要に応じて導入する必要がある。

 提供されるインフラおよび下請け業者の使用は、データ保護コンプライアンスの観点からチェック
されなければならない。

 また、顧客の要求に応じて、受領国のデータ保護状況に関する最新情報を定期的に提供しなければ
なりません。

新標準契約条項
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監視措置のEU保証に関する推奨事項

 EUレベルの4つの重要な保証に対する国内法の

チェック方法に関するガイダンス

追加措置に関する推奨事項

 DPAへの拘束力

 データ移転の特定と評価のための6つのス

テッププラン

 補足措置の例

EDPB recommendations

Private and Confidential 
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EDPBによるステッププラン

ステップ
6：定期的
な見直し

採用ステッ
プ4：補助
的手段の特
定と採用

採用ステッ
プ4：補助
的手段の特
定と採用

ステップ
3：国内
法・慣行の
影響

ステップ
2：転送
ツールの特
定

ステップ
1：異動を
知る

データエクス
ポーター

EU

EEA

第三国

妥当性判断

適用除外?

転送メカニズム
- SCC/BCRなど

国内法による適
切な保護レベル

国内法では適切
なレベルの保護
が得られないこ

と

補足措置により
十分な保護水準
を確保

必要に応じて

補足措置では適
切な保護レベル
を確保できない

保証を実施しな
い

17
EDPB 例

EDPB推奨事項
02/2020 

Are measures 
still enough? 
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 良い点：モジュール式、プロセッサ-プロセッサ、MSAや他の契約書に折り込んで使用できる柔軟性

 EUの顧客は、特に新しいSCCがSchrems IIの懸念に対する（不完全な）回答を提示していることか

ら、9月前に問い合わせを開始する可能性が高い

 そのため、データインポーターには独自のテンプレートを作成する時間があまりない

 第28条のDPAも公表されているが、これを忘れてはならない

 EUの顧客は、EEAでの処理についてもDPAを要求する可能性が高い

 新SCCをMSA、DPA、または独立した文書として具現化する柔軟性。いずれにしても、修正できない

「聖典」であることに変わりはない

初心・期待
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 EUの新SCCは、英国や（まだ？）スイスの法律では有効で

はない。

 英国は独自の新SCCを発行するが、時期や類似性は不明

 2021年6月28日の英国に対する新たな適切性決定に留意すべ

き

 今のところ、旧SCCはスイスでも使えるが、新SCCは使え

ない -スイスの規制当局が新SCCを採用することが予想さ

れる – (確認中)

英国・スイス
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 条項15の第三国の評価と情報？ベンダー・インポーターはEUの顧客に何を提供すべきか？完全な

DTIAか、それとも国と国別評価のリストか？

 一定の間隔で輸出業者に報告するとはどういうことか、具体的にどのように運用するのか？一貫性が

なければならない

 監査権 -適度な間隔で情報を入手し、コンプライアンス違反の兆候がある場合に監査する権利 -ベン

ダーの証明書を考慮に入れ、施設や物理的な設備の検査を含むことができる。

 サブプロセッサ -特定の同意、一般的な承認、新しいサブプロセッサに対する異議申し立てプロセス

に関する選択肢、評価するために十分な情報を提供するためのプロセッサ -特定の通知？

 セキュリティ対策 -従来通りTOMの付属書だが、これまで以上に詳細な情報を求める。

ペインポイントと操作性
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 ゲームプラン -複雑なプロジェクト：契約の修正と運用 -社内外のリソース、社内コミュニ

ケーション -長いプロセスになります。

 データマッピング -どのモジュールがどこに適合するかを含む

 SCCのカスタマイズ

 移転影響評価のプロセス

 新SCCへの切り替え

2021年9月27日までに、新規契約にのみ新SCCを使

2022年12月27日までに、既存のすべてのSCCを新SCCに置き換える

 実施した措置の文書化と継続的な再評価

 ご質問は?

どうすればいいのか？
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Who we are

1000+ lawyers |  300+ partners |  28 offices |  16 jurisdictions

Taylor Wessing is a global law firm 

that serves the world’s most innovative 

people and businesses.

Deeply embedded within our sectors, 

we work closely together with our clients 

to crack complex problems, enabling ideas 

and aspirations to thrive.

Together we challenge expectation and 

create extraordinary results.
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Taylor Wessing advises on all areas of data protection across all sectors. As businesses strive to 

create more value from data, and find even more creative ways of interacting with customers, 

the various laws that govern use of data and protection of information touch more businesses.

We regularly advise businesses on issues such as:

 Implementing national and international corporate data protection policies, structures and 

departments 

 GDPR audits and implementation

 Risk remediation

 Data protection and data security Data protection issues in transactions

International data protection practice



26Private and confidential

 Worldwide roll out of contracts

 Employee data protection (e.g. implementation of HR database)

 Assessment of new processes and IT systems (e.g. HR or CRM systems)

 Advising companies in audits of regulatory authorities and in potential disclosure or summary 

proceedings 

 Authorization concepts

 International data protection requirements (SCC, BCR, Privacy Shield, ad hoc contracts, opt-

ins)

 Advising on the introduction of new products and services (preliminary evaluation).

International data protection practice (cont'd)
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The Global Data Hub is Taylor Wessing’s international thought leadership in the area of data protection. The Global 

Data Hub draws on the firm’s international expertise to provide you with insight and practical guidance on the data 

protection issues most likely to affect your organisation. www.taylorwessing.com/globaldatahub

Global Data Hub
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Our Global Data Protection Guide looks at the data protection 

regimes in over 60 countries across the world. Data Protection is 

a core business issue for all companies in all sectors at the 

moment and this product helps to demonstrate to clients that we 

are always thinking about their business needs. 

 Cyber-attacks are on the increase. It is estimated that 68% 

of all large businesses, and 52% of small businesses, have 

fallen victim to a security attack in the last year. Yet only 

29% of companies have a formal cybersecurity policy in 

place and just 13% of businesses set security standards for 

suppliers or contractors to adhere to. When the GDPR 

comes into effect in May 2018, companies face potential 

multi-million pound fines for data breaches.

 TW:Cyber Response has been developed and designed to 

help companies respond quickly and effectively should a 

breach occur. In essence, it provides companies with 

practical assistance to help them minimise their exposure to 

regulatory action, litigation risk and reputational damage 

should a breach occur

 The app is available from the Apple App Store and the 

Google Play Store.

Global Data Protection Guide
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Dr. David Klein

Salary Partner, Hamburg

One Tool for all new SCCs: Our SCC Generator will help you to determine the right set of 

Standard Contractual Clauses (SCC) in accordance with the European Commission’s 

Decisions 2021/914 and 2021/915 form 4 June 2021. 

The Generator is capable to assemble the comprehensive SCC template for the following 

processing situations:

Our SCC Generator will guide you with questions through the process and will provide you with 

the  relevant contract template that includes the clauses applying to your processing situation. 

After answering a few questions, you can download a suitable template in DOC format.

d.klein@taylorwessing.com

Legal Tech Services | SCC Generator

Benjamin Stach

Senior Associate, Hamburg

b.stach@talyorwessing.com

Your Contact

scc@taylorwessing.com

Art. 28 (7) GDPR Template Templates for Third Country Transfers

コントローラー to プロセッサ コントローラー to コントローラー

コントローラー to プロセッサ

プロセッサ to プロセッサ

プロセッサ to コントローラー



Private and confidential 30

Axel von dem Bussche is a specialist lawyer for information technology law. He heads up the Technology, Media & 

Telecoms practice group and coordinates Taylor Wessing's international US Group for Germany. 

With his considerable years of experience and outstanding expertise, he routinely guides clients from the technology 

sector through complex international transactions, contract drafting and regulatory issues. Axel is an accomplished 

data protection and GDPR expert. He supports corporate groups with the transformation to digital and global 

business models and also conducts negotiations with the responsible regulatory authorities.

Your Taylor Wessing team

Dr. Axel Frhr. von dem Bussche, 

LL.M. (L.S.E.)

Partner, Hamburg
+49 40 36803-229

a.bussche@taylorwessing.com

Key areas of expertise

 IT & Telecoms

 Data Protection

 Copyright & Media Law

 Litigation & Dispute Resolution

 Technology, Media & Communications 

Languages:

 German, English, French

Data protection specialist Axel von 

dem Bussche advises well-known 

clients on data issues (…). He also 

represents clients in proceedings 

on a regional and national level 

against data protection 

supervisory authorities.

Chambers & Partners Europe 2021

Frequently recommended for 

information technology, data protection 

and media 

“one of the best, absolute strategist” ; 

“absolute expert in the industry”

JUVE 2015/2016-2020/2021
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Michael has more than 20 years of experience in advising international companies on their operations 

in and with China. He has profound experience advising industrial clients in various sectors, converging 

his energy on technology driven business and has built up his reputation and connections in the circle.

As the first Chinese partner of Taylor Wessing, Michael is now heading the firm's TMC practice for 

China. Besides his expertise regarding general corporate and commercial matters, he specializes in IT 

regulatory and data/privacy protection areas. 

Key areas of expertise

 TMC / Data Protection

 Corporate / M&A

 Dispute Resolution / Arbitration

Languages 

 English, Mandarin

Michael advises on the employment law issues of company purchases as well as post-merger 

integration. He specializes in tailor-made advice for the structure of remuneration systems, questions of 

employment protection, data protection and health protection as well as company pensions. 

He has been supporting the Japan Practice Group of Taylor Wessing as co-head of the Japan desk 

with his excellent network for many years. Michael is known for building bridges between Asia and 

Europe; especially when it comes to projects that are related to Japan, numerous recommendations 

underline his expertise.

Key areas of expertise

 Employment, Pensions & Mobility 

Languages 

 German, English, Japanese

Dr. Michael Tan 

Partner

Shanghai
+86 21 6247 7247

m.tan@taylorwessing.com

Dr. Michael Johannes Pils

Partner

Dusseldorf
+49 211 8387-215

m.pils@taylorwessing.com
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